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10
月
は
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
お
よ
び
健
康
保
険
組
合
が
定

め
た
健
康
強
調
月
間
で
す
（
詳
細
３
頁
）。

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
各
種
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
被
保
険

者
と
そ
の
家
族
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
と
共
に
、
健
康
に

つ
い
て
関
心
を
高
め
、
健
康
で
明
る
い
職
場
と
家
庭
を
作
り
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
健
保
組
合
発
足
（
昭
和
41
年
）

の
前
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
で
40
回
目
と
な

り
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
標
語
「
未
来
の
あ
な
た
に
健
康
貯
蓄
」
は
、
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
読
書
を
は
じ
め
新
た
な
意
欲
を
持
つ
10

月
と
い
う
爽
や
か
な
季
節
に
、
健
康
に
も
意
欲
を
持
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。「
未
来
の
あ
な
た
に
つ
な
が
る
健
康
貯
蓄
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
意
図
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
健
保
組
合
で
も
、
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
10
月
に
は
「
健

康
者
表
彰
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
過
年
度
１
年
間
被
保
険
者
証
を

使
用
せ
ず
、
健
や
か
に
過
さ
れ
た
方
（
ご
家
族
を
含
む
）
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
２
３
４
名
の
方
が
該
当
さ

れ
10
月
３
日
に
各
職
場
に
て
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
健
康
増
進
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
２
０

０
５
を
実
施
中
で
す
。「
再
発
見
！
自
然
・
家
族
・
自
分
」
を
テ

ー
マ
に
、
９
５
３
名
が
11
月
末
の
完
了
を
目
指
し
て
挑
戦
中
で
す
。

ご
家
族
と
共
に
一
人
で
も
多
く
の
方
の
達
成
と
、
さ
ら
に
期
間
終

了
後
の
継
続
に
よ
り
「
健
康
貯
蓄
」
に
励
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ご自宅に持ち帰り、皆さんでお読みください。

「
未
来
の
あ
な
た
に
健
康
貯
蓄
」

白川郷（岐阜県）



　健康保険組合の仕事は、大きく二つに分けることがで
きます。 
　一つが「保険給付事業」です。これは、みなさんの病
気やケガの医療費を支払うことです。医療機関にかか
った際、窓口で支払う金額は、かかった医療費の３割で、
残りの７割は健康保険組合から支払います。出産や死
亡等の給付金や、高額な医療費への一定額以上の払い
戻しも保険給付事業にあたります。 
　もう一つは「保健事業」です。端的に言えば、みなさ
んの健康づくりのお手伝いをする事業です。「保険」で
はなく「保健」という字になっているのもそのためです。 
　「保険給付事業」は健康保険組合にとって絶対に行
わなければいけない事業です。これを怠れば医療費の
支払いが滞ってしまいます。それに比べて「保健事業」
は努力目標です。いろいろなことに取り組む一方で、何
もしないでいることもできます。もちろん健康保険組合
を所轄する厚生労働省は保健事業に積極的に取り組む
よう指示していますが、財政困窮による切り詰め、リスト
ラによる職員削減を理由に、保健事業を次々に切り捨て
ている健保組合も少なくありません。 

　それでは、私達の日本電子健康保険組合の保健事
業取り組み状況はどうでしょう。我々の上部団体であ
る健保連の統計資料によれば、平成15年度に全国の
健康保険組合が支出した保健事業費の被保険者１人
当り金額は１万９,３６２円です。これに対して日本電子健
康保険組合は３万４,８５３円でした。金額だけで判断す
るのは早計ですが、当組合は保健事業に比較的熱心に
取り組んでいる健康保険組合であるといって差し支え
ないでしょう。 
　当組合が取り組んでいる保健事業は別表のとおりです。
ここ数年は組合会・理事会での方針に基づき、健康診断
の拡充を図ってきました。また、従来から力を入れてい
る健康増進運動は、ウォーキングを中心とした展開をし
ています。 
　自分自身のため、家族のため、そして仕事のため、健
康の大切さはいまさら言うまでもありません。皆様が健
康であれば医療費の支出が減り、当組合の財政も安定
します。そうなれば更に保健事業の充実が可能となり、
好循環が生じることになります。ぜひ、保健事業への皆
様の積極的な参加をお願いいたします。 

保 健 事 業 の 実 施 項 目 

1 2 3

4

　 保健意識の啓発 
　………………………保健指導宣伝 
◆機関紙「健保ニュース」の発行 
　（年４回） 
◆情報誌「健保かわら版」の発行（適時） 
◆「医療費のお知らせ」の配布（毎月） 
◆「すこやかファミリー」を海外駐在員
　向けに配布（年４回） 
◆「お元気ですか」を高齢者向けに配
　布（年４回） 
◆育児誌「赤ちゃんとママ」を１歳未満
　の子供がいる家庭に配布（年12回） 
◆高齢者向けに家庭訪問による健康
　指導（随時） 
◆健保ホームページの公開 
 
 
 
 
 
 
 
 

　 病気の予防と早期発見 
　……………………………疾病予防 
◆生活習慣病予防健康診断の実施 
　（年１回） 
◆主婦健康診断の実施（年１回） 
◆人間ドックを一定年齢の被保険者に
　実施（年１回） 
◆選択方式遠隔検診の実施（年１回） 
◆若年層の婦人科検診の実施（年１回） 
◆ヘリカルＣＴによる肺がん検診の実
　施（年１回） 
◆超音波検診の実施（年１回） 
◆歯科健康診断の実施（隔年） 
◆無料歯科健康診断（随時） 
◆流行性感冒対策（うがい薬の備付） 
◆海外駐在員向け日本語電話健康相
　談の開設（24時間対応） 
◆海外駐在員向け家庭用常備薬配布 
　（随時） 
◆自動血圧計の設置・維持（常時） 
◆健保連共同事業による健診への参
　加（随時） 
 

　 体力づくり・健康づくり 
　……………………………体育奨励 
◆トレーニングルーム開放（昼休み） 
◆テニスコート（山中湖保養所に併設）
　借上げ 
◆ウォーキング運動（10～11月） 
 
　 心身のリフレッシュ 
　……………………………保養所 
◆山中湖保養所の開設（常時） 
◆リゾート施設「セラヴィリゾート泉郷」
　「ラフォーレ倶楽部」「リゾートトラスト」
　の利用（常時） 
◆保健施設宿泊補助（関東地区以外） 
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　10月は健保連および健康保険組合が定め
た健康強調月間です。この行事は健康づくり
に関する各種事業の実施を通じて、皆様の健
康の保持・増進を図るとともに、広く全国民が
自らの健康について関心を高め、健康で明る
い職場と家庭をつくりあげることを目的に毎年
実施しているもので、今年で40回目となります。 

スローガン 

サブ スローガン 

　この季節、食欲・読書欲・学習欲等、様々な意欲が増幅されますね。そこでもう一つ、あなたの健康にも意欲をもっ
てみませんか。今健康な方も、ちょっと不安な方も、それぞれにあったプランで、未来のあなたにつながる「健康貯蓄」、
実践しましょう。 

　忙しい毎日に追われ、日々の生活習
慣や生活態度が乱れたままになっていま
せんか。健康は毎日の積み重ねで培わ
れるものです。食事・体重・運動・休養と
いった生活習慣全般をふり返り、バラン
スの取れた健康づくりを目指してください。 

　健康について考えるなら、自分のこ
とばかりでなく、周りの人の健康を気遣
うことも大切なことです。タバコの煙は
周囲に広がります。職場でも家庭でも、
非喫煙者の健康に悪影響を与えない
心配りを持つことを忘れずに。 

　「スポーツの秋」で、この機会に何か
運動を始めようと思っている方は、ぜひ
ウォーキングから始めてはいかがですか。
ウォーキングは、気分転換や運動不足
の解消になり、病気の予防にも高い効
果が得られます。その「一歩」を健康
に向けて踏み出してみましょう。 

生活習慣 受動喫煙 

ウォーキング 

　ストレスはそれ自体が悪いものでは
ありませんが、蓄積してくると心身の健
康障害につながる恐れがあります。仕
事や日常生活に支障をきたす前に、ま
ずストレスを自覚しましょう。そして、休
養を積極的に取り、自分に合ったリラッ
クス・リフレッシュ法を見つけましょう。 

ストレス 



　
日
本
電
子
健
康
保
険
組
合
で
は
、
毎
年
10
月
の

健
康
強
調
月
間
に
ち
な
み
、
過
年
度
の
１
年
間
を

健
や
か
に
過
ご
さ
れ
た
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
間
に
病
気
や

け
が
で
保
険
診
療
を
受
け
た
こ
と
が
１
度
も
な
か

っ
た
ご
家
族
（
世
帯
単
位
）
を
対
象
と
し
、
今
回

は
２
３
４
世
帯
が
該
当
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

該
当
者
に
は
、
10
月
３
日
に
記
念
品
を
お
贈
り
し

て
、
日
頃
の
健
康
の
た
め
の
努
力
を
称
え
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
　 

健
康
者
表
彰
２
３
４
世
帯 

 

「
健
康
は
足
か
ら
」
の
考
え
の
も
と
、
当
健
保
組

合
で
は
、
従
来
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
」
の
２
０
０
５
年
版
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
は
10
月
〜
11
月
の
２
ヵ
月
間
で
す
。 

 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
は
、
今
ま
で
よ
り
も
高
い
レ

ベ
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
参
加
者
に
は
、

１
分
間
に
60
歩
以
上
か
つ
連
続
し
て
10
分
以
上
歩

い
た
時
だ
け
カ
ウ
ン
ト
す
る
機
能
が
つ
い
た
歩
数

計
を
配
布
し
ま
し
た
。 

　
社
員
５
４
３
名
、
家
族
４
１
０
名
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク 

２
０
０
５
」
を
実
施
中 

　
山
中
湖
保
養
所
は
昭
和
46
年
、
今
か
ら
34
年
前

か
ら
、
当
健
保
組
合
の
保
養
所
と
し
て
、
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
建
物
は
何
度
か
の
改
装
を
重
ね
、
常
に
良
好
な

状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
客
室
は
７
室
、
広
い

畳
の
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
30
名
ま
で
使
用

可
能
な
研
修
室
も
あ
り
ま
す
。
研
修
が
な
い
と
き

は
卓
球
が
で
き
ま
す
。
食
堂
に
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ

も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
屋
外
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
５
面
あ
り
、
例
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か

ら
11
月
上
旬
ま
で
利
用
が
可
能
で
す
。 

　
山
中
湖
で
好
評
な
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
管

理
人
の
作
る
家
庭
料
理
で
す
。
自
家
栽
培
の
美
味

し
い
野
菜
を
中
心
に
、
山
中
湖
周
辺
の
旬
の
食
べ

物
が
食
卓
を
飾
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
秋
〜
冬
に
か
け
て
は
、
富
士
山
が

特
に
美
し
い
時
期
で
す
。 

　
ご
家
族
で
の
団
欒
・
仲
間
同
士
の
憩
い
・
職
場
研
修

な
ど
、皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
空
室
状
況
や
、
予
約
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当

健
保
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

山
中
湖
保
養
所
の
ご
案
内 

　
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者
の
健
康
管
理
を
支

援
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て

「
選
択
式
遠
隔
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。
遠
隔
検

診
と
は
呼
び
慣
れ
な
い
名
称
で
す
が
、
従
来
は
郵

便
検
診
と
呼
ん
で
い
た
も
の
で
す
。
自
宅
で
簡
単

に
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
忙
し
い
人
で
も
検
査
が

可
能
で
す
。 

　
今
回
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
入
っ
て
い

な
い
検
査
項
目
を
中
心
に
5
つ
の
検
査
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
1
つ
を
選
ん
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
は
千
円
で
、

残
り
の
金
額
は
健
保
組
合
が
負
担
し
ま
す
。 

　
5
つ
の
検
査
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
　
①
大
腸
が
ん
検
査
（
１
日
法
） 

　
②
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査 

　
③
前
立
腺
が
ん
検
査 

　
④
ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
検
査 

　
⑤
骨
粗
鬆
症
検
査 

自
宅
に
い
な
が
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク

「
選
択
式
遠
隔
検
診
」を
実
施 

　
皆
様
が
毎
月
の
給
与
か
ら
納
め
て
い
る
保
険
料

（
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）
は
、
年
に
１
回

の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
は
給
与
に
保
険
料
率
を
掛
け
て
計
算
す

る
の
で
す
が
、
給
与
の
額
は
残
業
代
等
に
よ
っ
て

毎
月
変
動
し
ま
す
。
そ
の
都
度
給
与
支
給
額
で
保

険
料
計
算
を
す
る
の
で
は
、
事
務
が
煩
雑
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
計
算
し
や
す
い
よ
う
に
39
等
級
に

分
け
た
「
標
準
報
酬
月
額
」
を
決
め
て
、
こ
れ
に

皆
様
の
給
与
を
あ
て
は
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
１

年
に
１
回
見
直
し
を
す
る
の
で
す
。 

　
４
、
５
、
６
月
の
給
与
の
平
均
額
を
基
に
、
１

年
間
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

標
準
報
酬
月
額
は
９
月
分
保
険
料
（
10
月
の
給
与

天
引
き
）
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
随
時
の
見
直
し
も
あ
り

ま
す
。
連
続
し
た
３
ヵ
月
の
報
酬
に
よ
る
等
級
が
、

現
在
に
比
べ
て
２
等
級
以
上
の
差
が
出
た
と
き
で

す
。
こ
の
と
き
は
、
給
与
が
変
動
し
た
４
ヵ
月
目

か
ら
標
準
報
酬
月
額
を
改
定
し
ま
す
。 

※
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
【
健
康
保
険
】
〔
保
険
料
の
決
め
方
〕
を
ご

　
参
照
く
だ
さ
い
。 

標
準
報
酬
月
額
が
変
わ
り
ま
す 

　
今
般
、被
扶
養
者
の
再
認
定
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
再
認
定
と
は
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
カ
ー
ド

保
険
者
証
）
を
お
持
ち
の
ご
家
族
が
、
扶
養
の
認

定
基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
あ
ら
た
め

て
調
査
す
る
こ
と
で
す
。 

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
扶
養
を
し
て
い
る
現
況

を
確
認
す
る
た
め
、
課
税
証
明
書
・
在
学
証
明
書
・

年
金
振
込
通
知
者
（
直
近
の
も
の
）
・
所
得
証
明

書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、税
法
上
の
扶
養
家
族（
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等（
異
動
）申
告
書
」に
記
載
さ
れ
た
扶
養
家

族
）は
現
況
確
認
は
行
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
税
法

上
の
扶
養
家
族
の
方
が
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

よ
り
も
収
入
条
件
が
厳
し
い
の
で
、
税
法
上
の
被

扶
養
者
は
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の
資
格
条
件
を

満
た
し
て
い
る
と
の
判
断
に
な
り
ま
す
。 

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料
を
有
効
に

使
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

被
扶
養
者
再
認
定
を 

実
施
し
ま
す 

◆チャレンジウォーク2005の参加者は953名でした。これは
当組合がウォーキング運動に取り組んでから2番目に多い参加

者です（1番は平成12年度の1,296名）。ウォーキングの健康への効用が広く認識され
た結果でありましょう。なお、今回ははじめて海外から参加してくださった人もいます。
◆この健保ニュースが皆さんのお手元に届くころ、郵政民営化はどのようになってい
るでしょうか？　様々な改革の中でも医療保険制度改革は重要な課題です。今後の国
会の動向を注視していきましょう。 （事務局）
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組合の現勢（平成17年8月末現在）
一般保険
●被保険者数　3,115名

（男子2,646名　女子469名）
●被扶養者数　3,593名

（男子1,123名　女子2,470名）
●平均標準報酬月額　468,152円

（男子501,885円　女子277,834円）
●被保険者平均年齢　42.45歳

（男子43.63歳　女子35.79歳）

介護保険
●該当被保険者数　1,636名

（男子1,501名　女子135名）
●該当被扶養者数　941名

（男子0名　女子941名）
●平均標準報酬月額　574,974円

（男子600,025円　女子296,444円）

編集後記


